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1　はじめに

岐阜という地名は，織田信長が沢庵和尚の進言した
「周の文王，岐山より起こり，天下を定む」という故
事にならって選んだと言われる．

岐阜県は日本のほぼ中央に位置しており，関市富之
保は，わが国の人口中心である．面積は広く，全国第
7 位であり，七つの県に囲まれた数少ない内陸県の一
つである．岐阜県の人口は 207 万 3,333 人（平成 23

年 10 月 1 日）であり，わが国の総人口の 1.6％ を占め，
全国 17 位である．

岐阜県には美濃（岐阜），東濃，中濃，西濃，飛騨
と 5 地域があり，それぞれの医療圏を形成している．
飛騨地域には，御嶽山，乗鞍岳，奥穂高岳など 3,000m

を超える山々が連なり，美濃地域には，木曽川，長良
川，揖斐川が流れ，「飛騨の山，美濃の水」という意
味で「飛山濃水」の地と呼ばれてきた．医師は美濃地
域に集中し，他地域は不足しているという現状がある．

岐阜県の透析患者数は 4,339 人（平成 22 年 12 月 31

日）であり，うち腹膜透析は 145 人（3.3％）である．
従来，腹膜透析患者は 4％ 以上の割合を占め全国でも
腹膜透析の多い県であったが，年々減少している．

平成 23 年 12 月 31 日の時点で，岐阜県透析医会加
入施設数 60，会員数 149 名，日本透析医学会専門医
数 48 名である．

2　岐阜県透析医会の紹介

本会は，昭和 54 年 1 月 1 日に日本透析医会の支部

として設立された．初代会長は早野薫夫先生（現早徳
病院名誉院長），2 代目会長は澤田重樹（澤田病院理
事長）である．年 1 回，総会を開催し，理事会を不定
期に行い，問題点などについて討議を重ねている．理
事会は 5 医療圏からの選出された理事を中心に構成さ
れているが，学術担当理事は岐阜大学から推薦された
理事，日本透析医学会の評議員 2 名で構成されている

（表 1）．
本会の目的は，岐阜県の透析療法の向上と発展に努

めることであり，地域における透析医療をサポートし，
会員相互の情報交換を図ることにある．近年，本県で
も透析患者は年々高齢化し，身体能力が低下した合併
症を有する患者が多くなっている．したがって，質の
高いきめ細かな透析医療の提供が求められている．こ

た　よ　り
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表 1　平成 23 年度岐阜県透析医会

名誉会長 早野薫夫 双樹会早徳病院
会　　長 澤田重樹 慈朋会澤田病院
副  会  長 加納忠行 タジミ第一病院

大橋宏重 村上記念病院
理　　事 二村弘一 新可児クリニック

棚橋　忍 高山赤十字病院
石原　哲 木沢記念病院
鷹津久登 中濃厚生病院
青木孝彦 大垣中央病院

理事学術 江原英俊 村上記念病院
小田　寛 岐阜県総合医療センター
松岡哲平 医療法人社団大誠会

監　　事 高橋浩毅 岐阜市民病院
操　　厚 操外科病院

顧　　問 湊口信也 岐阜大学医学部付属病院
出口　隆 岐阜大学医学部付属病院
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のような状況から，本会が中心となり，薬剤師，看護
師，臨床工学技士，理学療法士，管理栄養士と力を併
せ，透析患者を全人的に診療できればと思っている．
以下に，①岐阜県における透析医療と災害対策，②岐
阜県腎臓病協議会との連携，③慢性腎臓病（CKD）
への取り組み，について述べる．

3　岐阜県における透析医療と災害対策

透析医療は災害時でも治療を中断することが不可能
であり，災害から透析患者を守るためのネットワーク
の構築と透析医療機関の連携強化が必要とされている．

岐阜県で想定される災害は東南海地震である．東日
本大震災では，災害情報共有システムはアクセスが困
難となる状況が生じ，現在，システム改良が検討され
ている．ハード面では，①施設の被害を最小限にする
ために耐震，免震構造にすること，②透析機器と配管
を工夫して揺れに対応すること，③ライフラインの確
保，④災害情報共有システムの整備，などが必要とな
る．ソフト面では，①透析医療スタッフをどのように
確保するか，②透析施設が被災して透析治療が困難に
なった時に，患者をどのように移送するか，③透析患
者の被害情報と医療情報の共有をどのように行うかが
問題である．災害時でも，透析医療を継続していくた
めには，上記したハード面，ソフト面での整備が必要
となる．透析患者の「防げる死（preventable death）」
をなくすために，各透析施設での「災害対策マニュア
ル」を整備し，「災害対策訓練」を行うとともに，県
域にまたがる「災害情報システム」を機能させること
が重要である．

岐阜県では県広域災害・救急医療情報システムのな
かに透析患者の応需情報が組み込まれており，システ
ムのメインメニューからアクセスすることが可能とな
っている．岐阜 5 医療圏のなかで，①多人数の透析患
者受け入れが可能，②ライフラインとスタッフが確保
できる，③通信手段が整備されていること，を条件と
した基幹施設の設置を検討している．また，災害時の
透析患者支援セットとして，①患者向け災害時情報カ
ード，②災害時の手引き，③透析施設マップの作成，
を実施/計画している．さらに，医療圏内の透析施設
の意思疎通を図るとともに，日本透析医会の災害時情
報ネットワークとの連携を強化し，情報伝達訓練の実
施を計画している．

平成 23 年 11 月 13 日に開催された第 30 回岐阜県透
析研究会において，佐藤壽伸先生（仙台社会保険病院
腎疾患臨床研究センター長）に「3・11 東日本大震災
―透析医療確保の最前線―」というテーマで講演して
いただいた．質疑応答のなかで，災害時の透析医療の
問題点について共通認識を共有できた．

4　岐阜県腎臓病協議会との連携

「質の高い透析医療を提供する」ことは透析医会の
重要な役割の一つである．岐阜県透析医会では，岐阜
県腎臓病協議会（小林克哉会長）と連携をとり，透析
施設への問題指摘/要望をまとめ，改善すべく活動を
行っている．

今後の協議事項は，①大規模地震における広域災害
時の患者搬送体制，②質の高い，最新の透析医療の推
進，③きめ細かな医療サービスの提供，であり，透析
医会と腎臓病協議会と連携し，解決/改善して行く予
定である．

平成 23 年 8 月 7 日に，岐阜県慢性腎臓病協議会と
岐阜県腎臓病協議会が主催した慢性腎臓病（CKD）
に対する市民公開講座を開催した．これにより，検尿
異常から腎移植までの内容について，情報の普遍化と
共有化を図った．

5　CKD への取り組み

岐阜県透析医会の会員に腎臓専門医が多く，県内で
の CKD についての啓蒙活動，病診連携に関わってい
る．CKD 患者数の多さ，腎臓専門医（全国 3,465 名，
岐阜県 35 名）の少なさを考えると，CKD 対策を行っ
ていくためには，病診連携が重要である．そのために
は，専門医とかかりつけ医との役割分担を明らかにし，
適切なタイミングでの患者紹介，逆紹介などの診療連
携が必要と思われる．したがって，透析医も CKD で
の病診連携に大きな役割を演じることが期待されてい
る．平成 23 年度に県からの依頼を受け，県医師会に

「岐阜県 CKD 医療連携会議」が設立された．その作
業の一つとして，専門医とかかりつけ医が検討を重ね，

「CKD 医療連携マニュアル」を作成した．また，新し
い知見を取り入れ，腎機能を考慮した具体的な薬剤の
投与法を掲載した．このマニュアルの内容をベースに
CKD 診療が普遍化することを期待している．




